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研究成果の概要（和文）：　本研究では、近代ドイツ宗教思想史研究に社会史的な視点を導入するために、従来の思想
史研究の前提であった「著者‐読者」ではなく、「著者‐編集者（出版社）‐読者」という関係モデルを提示した。な
ぜなら、近代以後の世界では思想もまた市場化し、編集者、あるいは出版社の媒介なしには、思想を知的市場にもたら
すことはできなくなったからである。またこのような仕組みの中では、思想を市場に届けるためには、出版社が大きな
力をもつようになり、編集者や出版社の思想が、著者に大きな影響力を与えるようになるからである。そのことを近代
ドイツの2つの宗教出版社の資料をサンプルに解明した。

研究成果の概要（英文）：The study shows the importance of the auther - editor(publisher) - reader model, i
nstead of the auther - reader model, which was presupposed in the traditional intellectual history, in ord
er to introduce a sociological perspective in modern German religion - intellectual history. In the intell
ectual life of the modern world, the market increasingly plays an impotant role. Hence it becomes haeder t
o disseminate one's thoughts and ideas without the mediation of editor and/ or publisher. This system of m
odern intellectual life also reveals a greater influence of publisher and/ or editor on auther's thoughts.
 In oder to demonstrate this, the study focuses on two modern German publishers dealing with religious sub
jects.  
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１．研究開始当初の背景 
(１）ヴィルヘルム帝政期の宗教的出版社

(Verlag)と出版人(Verlager)の研究の

動向 

ヴィルヘルム帝政期末期からヴァイマー

ル共和国期前期の間の時代に登場した宗教

的出版社や出版人の本格的な、一次資料に

基づく研究は、Ｃ・Ｄ・スタークによって

なされた、1890 年から 1933 年までのルタ

ー派のラディカル・リベラリズム支持の出

版社の研究によって開始されたと言ってよ

い(Stark1981)。とりわけディーデリヒス出

版社が、当時の反教会的な神学者たちの著

作の出版を援助したこと、また国教会制度

批判という政治的なコンテクストの中でキ

ェルケゴールやドストエフスキーの翻訳が

続けられたことが解明された。そこで注目

されたことは、思想家が書き、出版人が本

を売るという分業ではなく、思想家の考え

を引き出し、独自の思想と政治性とをもっ

た出版人と思想家との共同作業である。 

このよう視点からの研究は近年注目され、

Ｒ・コンラートはスタークの方法をより社

会史的な方法へと展開し、「宗教出版の政治

学 」 と い う 視 点 と 方 法 を 確 立 し た

(Conrad2006)。また申請者はラディカル・

リベラリストの思想を「神学部外の神学」

と呼び、それを経済的に可能にした「出版

社」との関係を資料に基づいて分析した（深

井 2008）。 

 

(２）着想の経緯 

  申請者は、平成 17 年度･18 年度の基盤

研究（Ｃ）に基づく研究において、ヴィルヘ

ルム帝政期の社会における宗教の公共性に

ついて検討したが、そこで考察されたことは、

ヴィヘルム帝政期の社会の中で、神学思想が

どのような影響を持ったのか、ということで

あった。また宗教系の機関誌や教会の講壇が

この時代の有力なマスメディアであること

を解明した。しかし他方で思想が公共性を持

つということがなぜ可能になったのか、とい

うことには注目しなかったし、また思想のコ

ーディネーターであった出版社と出版人の

社会的機能にも注目しなかった。 

 この度の研究では、前回の研究で得た結論

のひとつである、「神学的テクストの背後に

は、それを生み出した社会史的なコンテクス

トが存在しており、逆に社会的なコンテクス

トが神学的テクストを生み出すと」いう命題

をさらに展開するために、この時代の宗教の

社会的機能の解明を、思想の伝達者としての

出版人の視点から改めて試みる。それは今日

まだ充分に解明されていない問題であると

考えている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、以下の３点を中心に研究をす

すめた。 

(１）ヴィルヘルム帝政期末期からヴァイ

マール共和国期前期にかけての宗教出版社

の分析を、会社の理念、経営者の思想、政治

的立場、関係した思想家のプロフィールの調

査などの一次資料の検討を経ることで行っ

た。 

(２）その中でも特にディーデリヒス出版

社が思想的なプロデュースを手がけた神学

者たちのテクストの分析、またディーデリヒ

ス出版社が手がけた雑誌『タート』の分析、

ディーデリッヒス出版社の編集資料、ディー

デリヒス自身の宗教思想の分析と、政治的立

場の解明を行った。 

(３）この時代の宗教思想の公共性を担う

もののひとつとして、宗教関係出版社が競っ

てなした忘れ去られた思想家たちの全集出

版や翻訳、そして教養市民層の教育のために

用意された国民的事典類の出版があるが、そ

れらを分析することによって、出版社の宗教

学と政治学を分析した。 

 それによって次のような命題を証明する

ことになる。①思想的テクストは思想家が属



する、特定の社会的な集団の中で生み出され

るものであるが、近代以後においては、それ

が公共性をもったり、社会的な広がりや流行

を得るためには、その思想をコーディネート

する出版人の活動があること、②そのことは

逆に言えば、出版人の思想や政治性が、出版

社の経営の方針になるのであるから、思想の

流行は必ずしも思想家の仕事であるばかり

ではなく、出版人の仕事であること、③出版

人は極めて強い政治性をもって、思想の流布

に貢献し得たこと、④とりわけヴィルヘルム

帝政期には、出版社が伝統的な宗教制度を破

壊するための手助けをした、というものであ

る。 

 このような視点からの研究は、従来のヴィ

ルヘルム帝政期の神学の研究においては、単

純に宗教思想の比較や検討、各学派の思想的

立場や政治性の検討が重視されてきたのに

対して、思想の流布は学問的な生命力だけで

はなく、極めて政治的なものに依存している

ことを明らかにしている。 

 またこれによってヴィルヘルム帝政期末

期に起こったキェルケゴールやドストエフ

スキーの翻訳の流行の社会史的なコンテク

ストが解明されるし、これらの思想家の流行

は思想的な理由からではなく、極めて政治的

な理由からであることも明らかになる。たと

えばディーデリヒスは上山安敏氏が指摘し

ている通り、「プロテスタント教会の造反た

ちを意図的に支援したのである」（上山 1987

年）。また彼は「教会を破壊してしまうこと

を助けようとした」のである。しかしその際

政治的な理由で反教会的な立場を明確に出

来ない出版社は、デンマークの国教会制度を

批判し、破壊してしまおうと考えていたキェ

ルケゴールやロシアの教会制度を批判して、

それを破壊し、直接的に宗教の問題と取り組

もうとしたドストエフスキーを翻訳するこ

とで、自らの立場を説明していたのである。

またある政治性をもった雑誌の発行を引き

受けた、という事実の中にもその立場を読み

とることができることを解明することにな

る。それは出版人の「隠された神学」であり、

それは思想家の思想よりも明確で、鮮明で、

政治的であることが本研究によって解明さ

れる。 

 
３．研究の方法 
本研究では、ヴィルヘルム帝政期末期から

ヴァイマール共和国期における宗教出版社

の神学と政治学を資料に基づいて、またその

時代の社会的動向をふまえて解明した。その

ために一方で、一次資料の収集と統計的な分

析を行い、他方で、資料の宗教学的、また政

治的解読を行った。 

 その際以下の作業を、手順を追って行った。

（１）なぜこの時代の出版人や出版社がラデ

ィカルで、反社会的でもあった思想家たちの

書物を出版したのかという問いに、統計的に

（雑誌や出版物、事典や全集の分析）答え、

また具体的なテクストの分析のみならず、思

想家の背後にある「隠れた宗教学」を分析す

ることで、宗教学的、政治学的にも考察した。

（２）この時代の宗教出版社のデータを整理、

処理し、今後の研究のための資料として公開

する準備を終えた。 

 初年度と二年次前半では、今日では入手困

難であり、また所在が不明になっている一次

資料の収集にあたり、同時にその資料の分析

と解読を行う。そのために初年度と二年次前

半は既に了解を得ている資料館、図書館との

連携のもとに調査、資料収集を行い、二年次

後半と三年次はその整理のみならず、資料の

保存と公開、研究成果の発表を行った。 

 
４．研究成果 
 

本研究では、近代ドイツ宗教思想史研究に社

会史的な視点を導入するために、従来の思想

史研究の前提であった「著者‐読者」ではな

く、「著者‐編集者（出版社）‐読者」とい



う関係モデルを提示した。なぜなら、近代以

後の世界では思想もまた市場化し、編集者、

あるいは出版社の媒介なしには、思想を知的

市場にもたらすことはできなくなったから

である。またこのような仕組みの中では、思

想を市場に届けるためには、出版社が大きな

力をもつようになり、編集者や出版社の思想

が、著者に大きな影響力を与えるようになる

からである。そのことを近代ドイツの 2つの

宗教出版社の資料をサンプルに解明した。 
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